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26
Multilevel Precedence and 
Preemption

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、適切に検証されたユーザが優

先コールをかけることができます。ユーザは必要に応じて、優先順位の低いコールを差し替えるこ

とができます。

優先順位は、コールに関連付けられた優先レベルを意味します。プリエンプションは、優先順位の

高いコールがデバイスを使用できるように、現在ターゲット デバイスを使用している優先順位の低

いコールを終了させるプロセスを意味します。

認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブスクライブされた時分割多重（TDM）

トランクを介して、コールをプリエンプション処理することができます。この機能により、国家の

非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかっている場合に、優先順位の

高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うことができます。

この章では、次の情報について説明します。

• MLPP の概要（P.26-2）

• MLPP 補足サービス（P.26-31）

• インタラクションおよび制限事項（P.26-36）

• MLPP のインストールとアクティブ化（P.26-39）

• MLPP の設定チェックリスト（P.26-39）

• MLPP のエンタープライズ パラメータの設定（P.26-41）

• 関連項目（P.26-42）
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MLPP の概要
Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）サービスを使用すると、優先コールをかけることがで

きます。適切に検証されたユーザは、優先順位の低いコールよりも優先順位の高いコールを優先さ

せることができます。認証されたユーザは、宛先ステーションへ、または完全にサブスクライブさ

れた TDM トランクを介して、コールをプリエンプション処理することができます。この機能によ

り、国家の非常事態やネットワークの機能低下など、ネットワークに負荷がかかっている場合に、

優先順位の高いユーザが重要な組織や担当者への通信を確実に行うことができます。

次のトピックで、MLPP サービスについて説明します。

• MLPP の用語（P.26-3）

• 優先順位（P.26-3）

• エクゼクティブ オーバーライド優先レベル（P.26-4）

• プリエンプション（P.26-7）

• ドメイン（P.26-7）

• リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン（P.26-8）

• リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リスト（P.26-9）

• ロケーション ベースの MLPP（P.26-9）

• クラスタ間トランク経由の MLPP（P.26-10）

• MLPP 優先パターン（P.26-10）

• MLPP 表示対応（P.26-10）

• 優先コールの設定（P.26-11）

• Alternate Party Diversion（P.26-12）

• MLPP プリエンプション対応（P.26-13）

• プリエンプションの詳細（P.26-14）

• MLPP アナウンス（P.26-19）

• 優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御（P.26-22）

• MLPP トランク選択（P.26-24）

• MLPP 階層設定（P.26-26）

• サービス パラメータの特別なトレース設定（P.26-27）

• 優先コール用の CDR の録音（P.26-27）

• 回線機能のインタラクション（P.26-27）

• コール保存（P.26-29）

• 自動代替ルーティング（P.26-29）

• MGCP と PRI プロトコル（P.26-29）

• セキュアなエンドポイントとセキュアな通信（P.26-30）

• MLPP 優先順位と DSCP 値のマッピング（P.26-30）
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MLPP の用語

MLPP サービスでは次の用語を使用します。

• コール：2 人以上のユーザ間または 2 つ以上のネットワーク エンティティ間の音声、ビデオ、

またはデータの接続。これは、番号をダイヤルするか、または定義済みのダイヤル プランに

従って宛先にルーティングすることで実現されます。

• 優先順位：コールに関連付けられた優先レベル。

• プリエンプション：優先順位の低い既存のコールを終了させ、優先順位の高いコールにター

ゲット デバイスを使用させるプロセス。

• 優先コール：最も低い優先レベルよりも高い優先レベルを持つコール。

• MLPP コール：優先レベルが確立された、設定中（つまり、アラート前）のコールまたは設定

済みのコール。

• アクティブなコール：接続が確立され、発信側と着信側がアクティブになったコール。

• MLPP ドメイン ID：MLPP 加入者に関連付けられたデバイスとリソースの集合を指定します。

特定のドメインに属す MLPP 加入者が、同じドメインに属す別の MLPP 加入者に優先コールを

かけると、MLPP サービスは、着信側の MLPP 加入者の既存のコールを優先順位の高いコール

に差し替えます。MLPP サービスは、異なるドメイン間では使用できません。

• リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン：優先コールの際の SIP トラ

ンクの動作を指定するもので、既存コールを差し替えることができます。SIP シグナリングに

おけるリソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインは、レガシー TDM
MLPP ネットワークで使用されている ISDN 優先の情報要素（IE）、および ISDN ユーザ部（ISUP）
の優先パラメータに似ています。リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメ

インは、発信コールに含まれており、コールを SIP トランクに転送するトランスレーション パ
ターンまたはルート パターンに基づいています。着信コールに関しては、ネットワーク ドメ

インがリソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リストに対して検証さ

れます。このリストにネットワーク ドメインが存在しない場合、コールは拒否され、417 メッ

セージ（認識不能）が返されます。

• リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リスト：設定済みのリソース

プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインのリストで、着信コールの検証に使用

します。

• MLPP 表示対応のデバイス：Cisco Unified Communications Manager で、デバイスと Cisco Unified
Communications Manager によってデバイス制御プロトコルで優先順位とプリエンプションのシ

グナリング手順がサポートされ、Cisco Unified Communications Manager システムでそのように

設定されているデバイス。

• MLPP プリエンプション対応のデバイス：Cisco Unified Communications Manager で、デバイス

と Cisco Unified Communications Manager によってデバイス制御プロトコルでプリエンプション

のシグナリング手順がサポートされ、Cisco Unified Communications Manager システムでそのよ

うに設定されているデバイス。Cisco Unified Communications Manager はこのインターフェイス

でプリエンプションを開始できます。

優先順位

優先順位は、コールに関連付けられた優先レベルを示します。優先順位の割り当てはその場限りの

ものであり、ユーザは自分がかけようとしているコールに優先レベルを適用するかしないかを選択

します。MLPP の優先順位は、コール アドミッション制御または拡張型緊急通報システム（E911）

とは関係していません。ユーザは Cisco Unified Communications Manager の管理ページの専用ダイヤ

ル パターンによって MLPP 要求を開始できます。発信側（デバイスや回線など）に関連付けられ

たコーリング サーチ スペース（CSS）の設定によって、発信側が優先パターンをダイヤルして優先

コールを発信できるかどうかが制御されます。
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Defense Switched Network（DSN）および Defense Red Switched Network（DRSN）は、初期 MLPP 配

置用のターゲット システムを示します。通常は、優先レベルをコールに割り当てるメカニズムを適

用しますが、Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、優先ダイヤル パターンやそ

のパターンへのアクセスを許可または制限するコーリング サーチ スペースを定義することによっ

て、任意のダイヤル プランに優先レベルを割り当てることができます。DSN では、ストリング プ

レフィックス NP を使用して優先コールを要求できるようにダイヤル プランが定義されます。NP

の P は優先レベルの要求を示し、N は事前設定された MLPP へのアクセス番号を示します。優先順

位は次のとおりです。

• エクゼクティブ オーバーライド

• フラッシュ オーバーライド

• フラッシュ

• 即時

• プライオリティ

• 標準

優先順位を呼び出さなければ、システムは通常のコール処理とコール転送を使用してコールを処理

します。

デフォルトの割り当てまたはエクステンション モビリティでユーザ プロファイルが電話機に割り

当てられている場合、電話機は、ユーザに関連付けられた CSS を含め、割り当てられたユーザの設

定を継承します。ただし、電話機の CSS はユーザ プロファイルを上書きできます。Cisco Unified

Communications Manager は、パターンが一致した場合に、ダイヤルされたパターンに関連する優先

レベルをコールに割り当てます。システムは、割り当てられた優先レベルで、コール要求を優先

コールとして設定します。

ある宛先に対して優先コールが発信されると、Cisco Unified Communications Manager は、優先コー

ルの発信元または宛先のいずれかが MLPP 表示対応である場合に、発信元と宛先の両方に優先順位

のインジケータを送信します。発信元の場合、このインジケータは、優先順位呼び戻し音と、デバ

イスで表示がサポートされている場合はコールの優先レベルまたはドメインの表示で示されます。

宛先の場合、このインジケータは、優先順位呼び出し音と、デバイスで表示がサポートされている

場合はコールの優先レベルまたはドメインの表示で示されます。

エクゼクティブ オーバーライド優先レベル

最高の優先レベルとしてエクゼクティブ オーバーライド優先レベルが指定されています。エクゼク

ティブ オーバーライド優先レベルが優先順位の低いコールを差し替えるときに、エクゼクティブ

オーバーライド コールはその優先レベルをフラッシュ オーバーライド（次に高いレベル）に変更

するため、後続のエクゼクティブ オーバーライド コールは最初の優先コールを差し替えることが

できます。

エクゼクティブ オーバーライド優先コールの差し替えには、Executive Override Call Preemptable サー

ビス パラメータを［True］ に設定する必要があります。このサービス パラメータを［False］ に設定

すると、エクゼクティブ オーバーライド優先コールはその優先レベルを保持するため、差し替える

ことができません。

図 26-1 に、2 つのエクゼクティブ オーバーライド優先コールの例を示します。一方は差し替えが可

能で、もう一方は差し替えができません。
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図 26-1 エクゼクティブ オーバーライド優先コールの例

この例では、Cisco Unified Communications Manager インストール 1 の Executive Override Call

Preemptable サービス パラメータには［False］ が指定されていますが、Cisco Unified Communications

Manager インストール 2 では、Executive Override Call Preemptable サービス パラメータに［True］ が

指定されています。

ONA は T1 PRI 4ESS トランクを通して、インストール 1 からインストール 2 の DNA へのエクゼク

ティブ オーバーライド優先コールを開始します。DNA が応答し、コールが接続されます。

インストール 1 で、ONB がエクゼクティブ オーバーライド優先コールを使用して ONA にコールし

ようとすると、インストール 1 ではエクゼクティブ オーバーライド コールを差し替えることがで

きないため、ONB は BPA（Blocked Precedence Announcement）を受信します。ONB がエクゼクティ

ブ オーバーライド優先コールを使用して DNA にコールしようとすると、インストール 2 ではエク

ゼクティブ オーバーライド コールを差し替えることができるため、ONA と DNA の間のコールは

差し替えられます。同様に、エクゼクティブ オーバーライド優先コールを使用して DNB が DNA

をコールすると、後続のエクゼクティブ オーバーライド優先コールは ONA と DNA の間のコール

を差し替えます。

エクゼクティブ オーバーライド優先コールの設定

図 26-2 に、エクゼクティブ オーバーライド優先コールが行われた場合のイベントの例を示します。

図 26-2 エクゼクティブ オーバーライド優先コールの設定

この例では、電話機 1000 がオンフックになり、9*1001（ルート パターン 9*XXXX 設定にはエクゼ

クティブ オーバーライドが指定されている）をダイヤルします。
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発信元では、この優先コールが成功すると、Cisco Unified Communications Manager はユーザへの呼

び戻し音を再生する信号を Cisco Unified IP Phone に送ります。Cisco Unified IP Phone 1000 が MLPP

表示対応の場合、優先順位呼び戻し音が再生されます。これ以外の場合は、通常の呼び戻し音が再

生されます。

優先コールが接続できない場合、Cisco Unified IP Phone 1000 が MLPP 表示対応であれば、Blocked

Precedence Announcement（BPA）が再生されます。これ以外の場合は、通常のリオーダー音が再生

されます。

宛先では、エクゼクティブ オーバーライド優先コールが Cisco Unified IP Phone 1001 に正しく提供

されると、デバイスで可聴呼び出し音を生成する信号が Cisco Unified Communications Manager に

よって宛先に送信されます。Cisco Unified IP Phone 1001 が MLPP 表示対応の場合、優先順位呼び出

しが再生されます。これ以外の場合は、通常の呼び出し音が再生されます。

また、電話機 1001 が MLPP 表示対応である場合は、Cisco Unified IP Phone 1001 に優先情報（フラッ

シュ オーバーライド優先コール アイコンなど）が表示されます。これ以外の場合は、優先情報は

表示されません。

PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オーバーライド優先コール

図 26-3 に、PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オーバーライド優先コールの例を示し

ます。

図 26-3 PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オーバーライド優先コール

Cisco Unified Communications Manager では、PRI 4ESS インターフェイス間のエクゼクティブ オー

バーライド優先コールを処理する際、PRI 4ESS UUIE を介した優先レベル以外は、他の優先コール

の処理に使用する方法と同じ方法を使用します。

UUIE を介した優先情報が渡されるのは、［サービスパラメータ設定（Service Parameter 

Configuration）］ ウィンドウ上の［User-to-User IE Status］ が［True］ になっており、［ゲートウェイの

設定（Gateway Configuration）］ ウィンドウの［UUIE を介した優先レベルの通知（Passing Precedence

Level Through UUIE）］ が選択されている場合に限られます。
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DRSN への PRI 4ES UUIE ベースの MLPP インターフェイス

Cisco Unified Communications Manager は、PRI 4ESS UUIE フィールド経由で MLPP 情報を渡すこと

ができるようになりました。以前のリリースの Cisco Unified Communications Manager は、Defense

Switched Network（DSN）スイッチに接続するために、ANSI T1.619a 仕様に従って開発された PRI

インターフェイス用の MLPP を提供しました。Defense Red Switch Network（DRSN）スイッチは、

ANSI T1.619a ベースの MLPP をサポートしていませんが、UUIE を使用することで PRI 4ESS イン

ターフェイス上の MLPP をサポートしています。

プリエンプション

プリエンプション プロセスは、優先順位の高いコールがデバイスを使用できるように、現在ター

ゲット デバイスを使用している優先順位の低いコールを終了させます。プリエンプションには、プ

リエンプション処理されるユーザへの通知とそれに対する受信応答、およびプリエンプションの直

後とコールの終了前の共有リソースの予約が含まれます。プリエンプションは、どのメソッドが起

動するかに応じて、次のいずれかの形式をとります。

• ユーザ アクセス チャネル プリエンプション：このタイプのプリエンプションは、電話機およ

びその他のエンドユーザ デバイスに適用されます。また、着信側のユーザ アクセス チャネル

を差し替える必要がある場合に、着信側と接続先の両方がプリエンプション通知を受信し、既

存の MLPP コールがすぐにクリアされます。着信側は、優先順位の高いコールが実行される前

に、プリエンプションに受信応答する必要があります。その後、着信側には新規 MLPP コール

が提供されます。着信側がプリエンプションに受信応答しない場合、優先順位の高いコールは

30 秒後に実行されます。

• 共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション：このタイプのプリエンプションは、トラ

ンクに適用されます。このタイプのプリエンプションは、ネットワーク リソースがコールで混

雑しており、このうちの一部のコールの優先順位が、発信側が要求しているコールよりも低く

なっていることを意味します。1 つまたは複数の優先順位の低いコールが、優先順位の高いコー

ルに差し替えられます。

（注） 既存のコールを差し替えるためにコールが使用するすべてのデバイスでプリエンプションが有効

になっていることを確認してください。発信側と着信側のデバイス（電話機）でプリエンプション

が有効になっているだけでは不十分なので、コールに使用されるゲートウェイでもプリエンプショ

ンが有効になっていることを確認してください。

ドメイン

MLPP ドメインは、MLPP 加入者に関連付けられたデバイスとリソースの集合を指定したものです。

特定のドメインに属す MLPP 加入者が、同じドメインに属す別の MLPP 加入者に優先コールをかけ

ると、MLPP サービスは、着信側の MLPP 加入者の既存のコールを優先順位の高いコールに差し替

えます。MLPP サービスは、異なるドメイン間では使用できません。

発信ユーザによる MLPP ドメインへの加入によって、コールのドメインとその接続が決まります。

あるドメイン内の優先順位の高いコールだけが、同じドメイン内のコールが使用している接続を差

し替えることができます。

管理者は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページにゼロ以上の 16 進数としてドメイン

を入力します。

追加情報

P.26-42 の「関連項目」を参照してください。
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リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン

リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインにより、SIP トランクを使用する

Voice over Secured IP（VoSIP）ネットワーク向けのネームスペース ドメインを設定できるようにな

ります。Cisco Unified Communications Manager が SIP シグナル化されたリソースに優先順位を付け

ることによって、電話回線、IP 帯域幅、およびゲートウェイに緊急事態や輻輳が発生した場合にこ

れらのリソースが最も効率的に利用されます。エンドポイントは、優先順位やプリエンプションに

関する情報を受信します。これは、RFC 4411 および RFC 4412 に基づいて行われます。

SIP シグナリングは、リソース プライオリティ ヘッダーを含みます。リソース プライオリティ ヘッ

ダーは、レガシー TDM MLPP ネットワークで使用されている ISDN 優先の情報要素（IE）、および

ISDN ユーザ部（ISUP）の優先パラメータに似ています。リソース プライオリティ ヘッダーは、

RFC 3261（Section 20.26）のプライオリティ ヘッダーと関連していますが、同一ではありません。

RFC 3261 プライオリティ ヘッダーは、エンドポイントに対する SIP 要求の重要度を示します。た

とえば、このヘッダーには、モバイル デバイスおよびアシスタントへのコール ルーティング、お

よびコールの接続先がビジーである場合のコール受理に関する決定事項が表示されます。RFC 3261

プライオリティ ヘッダーは、PSTN ゲートウェイまたはプロキシのリソースの使用には影響を及ぼ

しません。

RFC 3261 プライオリティ ヘッダーでは任意の値がアサートされますが、ネームスペース ネット

ワーク ドメインの Resource Priority ヘッダー フィールドは認証の対象になります。Resource Priority

ヘッダー フィールドは、IP ルータの転送動作、またはパケット転送プライオリティなどの通信リ

ソースの使用に対して、直接的な影響を与えません。

発信メッセージにおける RFC 4411 および RFC 4412 リソース プライオリティ ヘッダーは、コール

を SIP トランクに転送するトランスレーション パターンまたはルート パターンに基づいています。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定されたエンドポイントでコールが終端し

ている場合は、着信コールがリソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインのリ

ストで検証されます。

次のメッセージには、Resource Priority ヘッダーが含まれています。

• INVITE

• UPDATE

• REFER 

以下は、最優先事項（値は 4）を示すリソース プライオリティ ヘッダーを含む INVITE メッセージ

の例です。

INVITE sip:6000@10.18.154.36:5060 SIP/2.0Via: SIP/2.0/TCP 
10.18.154.44;branch=z9hG4bK1636ee4aRemote-Party-ID: "Raleigh - 5001" 
<sip:5001@10.18.154.44>;party=calling;screen=yes;privacy=offFrom: "Raleigh - 5001" 
<sip:5001@10.18.154.44>;tag=936ad6ec-4d3c-4a42-a812-99ac56d972e1-14875646To: 
<sip:6000@10.18.154.36>
Date: Mon, 21 Mar 2005 14:39:21 GMTCall-ID: 
1d13800-23e1dc99-4c-2c9a12ac@172.18.154.44Supported: 100rel,timer,replacesRequire: 
resource-priorityMin-SE:  1800User-Agent: Cisco-CCM5.0Allow: INVITE, OPTIONS, INFO, 
BYE, CANCEL, ACK, PRACK, UPDATE, REFER, SUBSCRIBE, NOTIFYCSeq: 101 INVITEContact: 
<sip:5001@10.18.154.44:5060;transport=tcp>Expires: 180Allow-Events: presence, dialog, 
kpmlCall-Info:<sip:10.18.154.44:5060>;method="NOTIFY;Event=telephone-event;Duration=50
0"Resource-Priority: namespace.4
Max-Forwards: 70Content-Type: application/sdpContent-Length: 
269v=0o=CiscoSystemsCCM-SIP 2000 1 IN IP4 10.18.154.44s=SIP Callc=IN IP4 
10.18.154.45t=0 0m=audio 19580 RTP/AVP 0 101a=rtpmap:0 PCMU/8000a=ptime:20a=rtpmap:101 
telephone-event/8000a=fmtp:101 0-15
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また、デフォルトのリソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメインを SIP プロ

ファイルに追加して、誤って設定された着信のネームスペース ネットワーク ドメインを処理する

際に使用することもできます。

（注） トランスレーション パターンとルート パターンの番号分析がサポートされています。

次の補足サービスがサポートされています。

• 優先コール待機

• コール転送

• コール自動転送

• 三者通話

次のヘッダー、マッピング、およびキューイングはサポートされていません。

• Accept-Resource-Priority ヘッダー

• PRACK および ACK での RP ヘッダーの包含

• 各ネームスペースにおける優先レベルのマッピング

• コール キューイング、およびその他の MLPP 以外のサービス

リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リスト

リソース プライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイン リストは、許容可能なネットワー

ク ドメインを含んでおり、SIP プロファイルに追加されます。許容可能なネットワーク ドメインが

このリストに含まれている場合、着信コールはこのリストと比較された上で処理されます。着信

コールが有効でない場合は、コールは拒否され、417 エラー応答（不明）が発信側に送信されます。

ロケーション ベースの MLPP

Cisco Unified Communications Manager は、Skinny Client Control Protocol の電話機と TDM（PRI/CAS）

トランクでの MLPP をサポートしています。Cisco Unified Communications Manager は、Wide Area

Network（WAN; ワイドエリア ネットワーク）リンク上の MLPP もサポートしています。ロケーショ

ン ベースの Call Admission Control（CAC; コール アドミッション制御）は、Cisco Unified

Communications Manager の WAN リンクの帯域幅を管理します。優先順位の高いコールを接続する

必要がある場合、拡張されたロケーションでは、コールの優先レベル、および低い優先レベルの

コールの差し替えが考慮されます。

ロケーションの拡張とは、優先コールが着信し、そのコールを宛先のロケーションに接続する十分

な帯域幅が見つからない場合に、Cisco Unified Communications Manager が優先レベルの最も低い 1

つ以上のコールを探して、コールを差し替え、優先順位の高いコールに利用できる帯域幅を確保す

ることです。差し替え処理を行っても帯域幅の要件を満たすことができないと、新しいコールは失

敗します。

追加情報

P.26-42 の「関連項目」を参照してください。
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クラスタ間トランク経由の MLPP

Cisco Unified Communications Manager は、クラスタ間トランク経由の MLPP 優先順位とプリエンプ

ションをサポートしています。ダイヤルした数値によって優先レベルを通知します。ロケーション

コール アドミッション制御メカニズムは、プリエンプションを制御します。アナウンスと MLPP 原

因コードも、クラスタ間トランク経由で使用できます。

MLPP 優先パターン

MLPP 優先パターンを設定するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの［トラ

ンスレーションパターンの設定（Translation Pattern Configuration）］ ウィンドウにアクセスします。

このウィンドウでは、次の MLPP 優先パターンを使用できます。

• エクゼクティブ オーバーライド（最高）

• フラッシュ オーバーライド

• フラッシュ

• 即時

• プライオリティ

• 標準（最低）

• デフォルト（優先レベルが変更されないことを意味します）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ト

ランスレーション パターンの設定」を参照してください。

MLPP 表示対応

MLPP 表示対応のデバイスには次の特徴があります。

• MLPP 表示対応のデバイスは、プリエンプション トーンを再生できます。

• MLPP 表示対応のデバイスは、アナウンス サーバが生成する MLPP プリエンプション アナウ

ンスを受信できます。

• MLPP 表示対応のデバイスは、プリエンプションを受信できます。

デバイスを設定して MLPP 表示を有効にするには、各デバイスの設定ウィンドウを使用します。各

デバイスの［MLPP 表示（MLPP Indication）］ フィールドで、値を［オン（On）］ に設定します。

デバイスに対する MLPP 表示の設定の詳細については、次のトピックを参照してください。

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プール

の設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone の設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロファ

イルの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デフォルト デバ

イス プロファイルの設定」
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優先コールの設定

優先コールの設定では、次の一連のイベントが発生します。

1. ユーザが電話機をオフフックにして優先コールをダイヤルします。コール パターンは NP-XXX
を指定しています。ここで、N は優先アクセス番号を示し、P はコールの優先レベルを示します。

2. 発信側は、コールの処理中に特別な優先順位呼び戻し音と優先順位表示を受信します。

3. 着信側は、優先コールを示す特別な優先順位呼び出し音と優先順位表示を受信します。

例

ユーザ 1000 がユーザ 1001 に優先コールをかけます。そのために、ユーザ 1000 は 90-1001 などの優

先コール パターンをダイヤルします。

コールが処理されると、発信側の Cisco Unified IP Phone が優先順位呼び戻し音と優先順位表示を受

信します。着信側が優先コールに受信応答すると、着信側の Cisco Unified IP Phone は、優先順位呼

び出し音（特別な呼び出し音）と優先順位表示を受信します。

クラスタ間トランクの間での優先コールの設定

図 26-4 に、クラスタ間トランクの間での優先コールに使用できる設定例を示します。クラスタ間ト

ランクの間には、優先情報要素のサポートは存在しないため、追加ディジットを転送することで優

先情報を送信します。優先情報の送信を実行するには、両方のクラスタ にダイヤル プランを適切

に設定する必要があります。

図 26-4 クラスタ間トランクの間での優先コールの設定例

この例では、1000 は 92-2000 をダイヤルします。これは両方のクラスタの適切な優先パターンに一

致しており、優先コールを設定します。
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Alternate Party Diversion

Alternate Party Diversion（APD）は、特別なタイプのコール転送から構成されます。ユーザが APD

に設定されている場合は、通話中または応答のない電話番号（DN）に優先コールがかけられたと

きに APD が実行されます。

MLPP APD は優先コールだけに適用されます。MLPP APD コールは、優先コールの DN 無応答時転

送の設定を無効にします。

通常、優先コールは、Use Standard VM Handling For Precedence Calls エンタープライズ パラメータ

の値で制御されるので、ボイスメール システムには転送されません。詳細については、P.26-41 の

「MLPP のエンタープライズ パラメータの設定」を参照してください。

APD を設定するために、管理者は、MLPP 優先コールのターゲットとなる電話番号の［電話番号の

設定（Directory Number Configuration）］ ウィンドウで［MLPP 代替パーティの設定（MLPP Alternate

Party Settings）］ を設定します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス

トレーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設定」を参照してください。

例

図 26-5 に、着信側が優先コールを受信し、Alternate Party Diversion の発信先が設定されている場合

の Alternate Party Diversion を示します。

図 26-5 Alternate Party Diversion の例

この例では、発信側がユーザ 1000 に優先コールをかけます。着信側の 1000 には Call Forward Busy

（CFB; 話中転送）用に 2000 が設定され、Call Forward Alternate Party（CFAP）用に 1001 が設定され

ています。この図には、この例の他のすべてのユーザの CFB 設定と CFAP 設定が示されています。
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1000 が優先コールを受信したときに通話中である場合、コールはユーザ 2000 へ送信されます。ユー

ザ 2000 も通話中である場合、コールはユーザ 3000 へ送信されます。ユーザ 2000 もユーザ 3000 も

コールに応答しない場合、コールはユーザ 1001 へ送信されます。つまり、コールは、元の着信側

に関連する話中転送ユーザに対して指定された代替パーティではなく、元の着信側に対して指定さ

れた代替パーティへ送信されます。

同様に、ユーザ 1001 が通話中でコールに応答しない場合、コールはユーザ 5000 へ転送されます。

ユーザ 5000 が通話中である場合、コールはユーザ 6000 へ転送されます。ユーザ 5000 もユーザ 6000

もコールに応答しない場合、コールはユーザ 1001 の代替パーティであるユーザ 1002 へ転送されま

す。ユーザ 1002 が通話中で応答しない場合、コールはユーザ 1002 の代替パーティであるユーザ

1003 へ転送されます。

MLPP プリエンプション対応

MLPP プリエンプションを有効にするには、プリエンプション機能のあるデバイスでプリエンプ

ションを明示的に設定します。

プリエンプションの受信

プリエンプションが無効になっているデバイス（［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ 値

が［無効（Disabled）］ に設定されているデバイス）は、MLPP ネットワークで優先コールを受信で

きますが、そのデバイス自体をプリエンプション処理することはできません。プリエンプションが

無効になっているデバイスは（別のデバイスで）、差し替えられたコールに接続できます。この場

合、デバイスはプリエンプションを受信します。

プリエンプション対応

デバイスでプリエンプションを有効にするには、デバイスの［MLPP プリエンプション（MLPP

Preemption）］ 値を［強制（Forceful）］ または［デフォルト（Default）］ に設定します。デバイスの

［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ 値が［強制（Forceful）］ に設定されている場合、シ

ステムは、その独自のインターフェイスでデバイスをプリエンプション処理することができます。

つまり、デバイスは、優先コールがデバイス リソースについて競合している場合にプリエンプショ

ン処理を受けることができます。

デバイスの［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ 設定が［デフォルト（Default）］ である

場合、デバイスは共通デバイス設定から［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ 設定を継

承します。デバイスの共通デバイス設定の［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ 設定が

［強制（Forceful）］ である場合や、共通デバイス設定の［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］

設定が［デフォルト（Default）］ で MLPP Preemption Setting エンタープライズ パラメータ値が

［Forceful Preemption］ である場合、デバイスは有効なプリエンプションを継承します。 

デバイスを設定して MLPP プリエンプションを有効にするには、各デバイスの設定ウィンドウを使

用します。各デバイスの［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ フィールドで、値を［強

制（Forceful）］ または［デフォルト（Default）］ に設定します。

デバイスに対する MLPP プリエンプションの設定の詳細については、次のトピックを参照してくだ

さい。

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「共通デバイス設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone の設定」
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• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロファ

イルの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デフォルト デバ

イス プロファイルの設定」

プリエンプションの詳細

次の種類のプリエンプションが存在します。

• ユーザ アクセス プリエンプション

• 共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション

• ロケーションベースのプリエンプション

ユーザ アクセス プリエンプション

低いレベルの優先コールがすでにアクティブであるユーザに優先コールを行う場合、ユーザアクセ

ス プリエンプションが実行されます。いずれのコールも同じ MLPP ドメインに存在します。この

タイプのプリエンプションは、Cisco Unified Communications Manager MLPP システムで Cisco Skinny

Client Control Protocol が制御する MLPP 表示対応の電話機に対して使用できます。プリエンプショ

ンは、優先コール要求が検証された場合や、要求されたコールの優先順位が宛先の MLPP プリエン

プション対応の電話機で接続されている既存のコールの優先順位よりも高い場合に実行されます。

コール処理は、プリエンプション トーンを使用して接続先にプリエンプションを通知し、アクティ

ブなコールをリリースします。着信側は電話を切ることによってプリエンプションに応答し、新規

MLPP コールを取得します。

ユーザ アクセス プリエンプションで実行される一連のステップを理解するために、次の例を参照

してください。

例

図 26-6 に、ユーザ アクセス プリエンプションの例を示します。

図 26-6 ユーザ アクセス プリエンプションの例
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このユーザ アクセス プリエンプションの例では、次の一連のイベントが発生します。

1. ユーザ 1000 がユーザ 1001 に優先レベルがフラッシュ オーバーライドの優先コールをかけ、

ユーザ 1001 がそれに応答します。この例では、ユーザ 1000 が優先コールをかけるために

90-1001 をダイヤルします。

2. ユーザ 1002 が 9*-1001 をダイヤルしてユーザ 1001 に優先コールをかけます。このコールの優

先レベルはエクゼクティブ オーバーライドであるため、アクティブな優先コールよりも優先順

位の高いコールになります。

3. ユーザ 1001 にコールが送信されると、発信側は優先順位表示を受信（つまり、エクゼクティ

ブ オーバーライド表示ではなく、フラッシュ オーバーライド表示）し、既存の優先順位の低

いコールのユーザはどちらもプリエンプション トーンを受信します。

4. プリエンプションを実行するために、優先順位の低いコールのユーザ（ユーザ 1000 とユーザ

1001）が電話を切ります。

5. 優先順位の高いコールがユーザ 1001 に送信され、ユーザ 1001 は優先順位呼び出し音を受信し

ます。発信側であるユーザ 1002 は、優先順位呼び戻し音を受信します。

このインスタンスでは別個のプリエンプションが実行されます。優先順位の高いコールの宛先では

ないユーザに対しては、再利用以外のプリエンプション処理が実行されます。このインターフェイ

スではプリエンプションは実行されないので、このデバイスでプリエンプションが有効である必要

はありません。優先順位の高いコールの宛先であるユーザに対しては、再利用のプリエンプション

処理が実行されます。このインターフェイスではプリエンプションが実行されるので、このデバイ

スでプリエンプションが有効であることを確認してください。

User Access Channel Nonpreemptable

エンドユーザ デバイスは MLPP 表示対応として設定できますが、MLPP プリエンプション対応とし

ては設定できません。この場合、電話機は（特別なプリエンプション トーンと呼び出し音を使用し

て）MLPP 表示を生成できますが、Cisco Unified Communications Manager のデバイス制御プロトコ

ルではプリエンプションがサポートされていません。管理者は、Cisco Unified Communications

Manager の管理ページが手順をサポートしている場合でも、電話機でプリエンプション手順を無効

にできます。

以前から、ユーザ アクセス デバイス（電話機）では、複数の同時コールを処理するメカニズムが

制限されているか、まったくありませんでした。コール待機機能でも、多数の電話機および関連す

るスイッチには、ユーザが同じ回線で複数のコールを同時に管理できるようなメカニズムはありま

せん。 

Cisco Unified Communications Manager の管理ページは、コール待機機能を効果的に強化し、Cisco

Unified IP Phone（794X および 796X シリーズ）のユーザにこの機能を提供しています。これらの

Cisco Unified IP Phone には、ユーザが Cisco Unified Communications Manager システムとインターフェ

イスする際に複数の同時コールを適切に制御するためのユーザ インターフェイスが含まれていま

す。この拡張機能を使用すると、ユーザがすでに他のコールを管理している場合でも、これらのタ

イプの電話機に送信されたすべての優先コールにコール待機機能を適用できます。ユーザが優先

コールを受信すると、宛先の電話機のユーザは、優先順位の低いコールを単にリリースするだけで

なく、既存のコールをどう処理するかを決定できます。これらのデバイスのユーザに対して、Cisco

Unified Communications Manager 管理者は、Cisco Unified Communications Manager でこの機能を利用

するために、デバイスを非 MLPP プリエンプション対応として設定できます。
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共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション

共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションは、MLPP システムでトランクなどのネットワー

ク リソースに適用されます。共通ネットワーク ファシリティでプリエンプションが行われると、既

存のコールのユーザすべてがプリエンプションの通知を受信し、既存の接続がすぐに切断されま

す。新規コールは、新しい着信側への特別な通知なしで、プリエンプション処理されるファシリ

ティを使用して通常どおり設定されます。ターゲット MGCP ゲートウェイ プラットフォーム上の

PRI トランクと T1-CAS トランクは、Cisco Unified Communications Manager でこのタイプのプリエ

ンプションをサポートします。

プリエンプションは、優先コール要求が検証された場合や、要求されたコールの優先順位が宛先の

MLPP プリエンプション対応のトランクを介した既存のコールの優先順位よりも高く、トランクが

完全に使用中である（つまり、コールをそれ以上処理できない）場合に実行されます。コール処理

は、優先順位の低いコールを特定し、接続されたユーザに PRI トランク インターフェイスのプリエ

ンプションを通知し、後続の使用のためにチャネルを予約し、選択された優先順位の低いコールを

切断します。システムは予約されたチャネルを使用して、プリエンプションを起動した優先コール

用にゲートウェイを介して接続を確立します。

共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションで実行される一連のステップについては、次の

例を参照してください。

例 1

図 26-7 に、共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例を示します。

図 26-7 共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例

この共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例では、次の一連のイベントが発生しま

す。

1. ユーザ 1000 がユーザ 2000 に優先レベルがフラッシュ オーバーライドの優先コールをかけ、

ユーザ 2000 がそれに応答します。この例では、ユーザ 1000 が優先コールをかけるために

90-2000 をダイヤルします。優先レベルがフラッシュ オーバーライドのフラッシュ コールはア

クティブを指定します。

コールは、2 つのゲートウェイが完全にサブスクライブされた TDM を定義する共通ネットワー

ク ファシリティを使用します。
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2. ユーザ 1001 は次に、9*-2001 をダイヤルしてユーザ 2001 に優先順位の高い（エクゼクティブ

オーバーライド）コールをかけます（フラッシュ コールがゲートウェイ A 上で最も優先順位

の低いコールであることと、ユーザ 1000 とユーザ 1001 が同じ MLPP ドメイン内にあることを

想定しています）。

ゲートウェイ A でプリエンプションが実行され、ゲートウェイ A が再利用のためプリエンプ

ション処理されます。このインターフェイスではプリエンプションが実行されるので、このデ

バイスでプリエンプションが有効であることを確認する必要があります。ゲートウェイ B も再

利用のためプリエンプション処理されますが、このインターフェイスではプリエンプションは

実行されないので、このデバイスでプリエンプションを有効にする必要はありません。

ユーザ 1000 とユーザ 2000 の両方がプリエンプション トーンを受信します。どちらのデバイス

も再利用のためのプリエンプション処理はされず、これらのインターフェイスではプリエンプ

ションは実行されないので、これらのデバイスでプリエンプションを有効にする必要はありま

せん。 

この例では、ほとんどすべてのイベントが即時に発生します。共通ネットワーク ファシリティ プ

リエンプションを実行するために、ユーザが電話を切る必要はありません。

例 2

図 26-8 に、リトライ タイマー Trr のある共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例を

示します。リトライ タイマー Trr は、あるチャネルでプリエンプションが成功しなかった場合に別

のチャネルでプリエンプションを再試行するメカニズムを提供します。このタイマーは、TDM ト

ランクだけに適用されます。

図 26-8 リトライ タイマー Trr のある共通ネットワーク ファシリティ プリエンプション

このリトライ タイマー Trr のある共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションの例では、次

の一連のイベントが発生します。

1. 優先順位がフラッシュ オーバーライドの着信コールが PRI トランク デバイスに到着します。

着信コールによってチャネル 3 のプリエンプションが起動しますが、リトライ タイマー Trr で
指定された時間内に応答がありません。

2. リトライ タイマー Trr が時間切れになります。

チャネル 3 でプリエンプションが実行されます。
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3. このプリエンプションによって応答が行われ、チャネル 1 で優先コールが発信されます。

ロケーションベースのプリエンプション

次の例では、ロケーションベースのプリエンプションについて説明します。

例 1

次の例では、別のデバイスで新しいコールとロケーション優先コールが実行されます。この種類の

ロケーションベースのプリエンプションの例については、図 26-9 を参照してください。

図 26-9 別のデバイスにおけるロケーションベースのプリエンプション

この例では、ロケーションベースのプリエンプションのシナリオについて説明します。この例には、

3 種類のロケーションが存在します。

• リモート ロケーション 0（RL0）には電話機 A があり、160K の帯域幅が使用可能

• リモート ロケーション 1（RL1）には電話機 B と電話機 C があり、80K の帯域幅が使用可能

• リモート ロケーション 2（RL2）には電話機 D があり、240K の帯域幅が使用可能

次の一連のイベントが順に発生します。

1. A はプライオリティ優先レベルで B へのコールを行い、このコールがアクティブになります。

使用可能な帯域幅として、RL0 では 80K、RL1 では 0K、RL2 では 240K が指定されています。

2. D は、即時優先レベルで C にコールします。RL1 の帯域幅が足りず、D のコールの優先順位が

高いため、D のコールは A と B の間のコールを差し替えます。

3. D と C の間のコールが実行されます。使用可能な帯域幅として、RL0 では 160K、RL1 では 0K、

RL2 では 160K が指定されています。
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例 2

次の例では、同一のデバイスで新しいコールとロケーション優先コールが実行されます。この種類

のロケーションベースのプリエンプションの例については、図 26-10 を参照してください。

図 26-10 同一デバイスでのロケーションベースのプリエンプション

この例では、ロケーションベースのプリエンプションのシナリオについて説明します。この例には、

3 種類のロケーションが存在します。

• リモート ロケーション 0（RL0）には電話機 A があり、160K の帯域幅が使用可能

• リモート ロケーション 1（RL1）には電話機 B があり、80K の帯域幅が使用可能

• リモート ロケーション 2（RL2）には電話機 D があり、240K の帯域幅が使用可能

次の一連のイベントが順に発生します。

1. A はプライオリティ優先レベルで B へのコールを行い、このコールがアクティブになります。

使用可能な帯域幅として、RL0 では 80K、RL1 では 0K、RL2 では 240K が指定されています。

2. D は、即時優先レベルで B にコールします。RL1 の帯域幅が足りず、D のコールの優先順位が

高いため、D のコールは A と B の間のコールを差し替えます。

3. B はまずプリエンプション トーンを受信して、次に［終了］ ソフトキーが表示されます。

4. B は、［終了］ ソフトキーを押し、電話を切るか、タイムアウトするまで待ちます。D から B へ
のコールは B に送信されます。D から B へのコールを実行すると、使用可能な帯域幅は、RL0
では 160K、RL1 では 0K、RL2 では 160K です。

MLPP アナウンス

MLPP 優先コールの試行が失敗したユーザは、優先コールがブロックされた理由を説明する各種の

アナウンスを受信します。

次の各項では、特定の MLPP アナウンスについて説明します。

• Unauthorized Precedence Announcement（P.26-20）

• Blocked Precedence Announcement（P.26-21）

• Busy Station Not Equipped for Preemption（P.26-21）

• クラスタ間トランクを超えたアナウンス（P.26-21）
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MLPP アナウンスについては、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アナン

シエータ」の章にある「サポートされているトーンおよびアナウンス」を参照してください。

Unauthorized Precedence Announcement を生成する Precedence Level Exceeded の条件の設定の詳細に

ついては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パ

ターンの設定」および「トランスレーション パターンの設定」を参照してください。

追加情報

P.26-42 の「関連項目」を参照してください。

Unauthorized Precedence Announcement

ユーザは、自分の回線に許可された最高の優先レベルよりも高い優先レベルのコールをかけようと

すると、Unauthorized Precedence Announcement を受信します。ユーザは、自分に権限のない発信パ

ターンを使用して優先コールをダイヤルしたときに、Unauthorized Precedence Announcement を受信

します。

Cisco Unified Communications Manager は、パターンと一致してコールをブロックする理由が示され

たコールの試行をブロックするように特定のパターンまたはパーティションが設定されている場

合だけ、Precedence Level Exceeded の条件を認識します。

許可された発信パターンを割り当てるには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの

［ルートパターンの設定（Route Pattern Configuration）］ ウィンドウまたは［ハントパイロットの設定

（Hunt Pilot Configuration）］ ウィンドウと［トランスレーションパターンの設定（Translation Pattern

Configuration）］ ウィンドウを使用します。MLPP Precedence Level Exceeded の条件を設定するには、

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［ルートパターンの設定（Route Pattern

Configuration）］ ウィンドウまたは［ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）］ ウィンドウ

と［トランスレーションパターンの設定（Translation Pattern Configuration）］ ウィンドウの［ルート

オプション（Route Option）］ フィールドを使用して［このパターンをブロック（Block this pattern）］

オプションを選択します。ドロップダウン リスト ボックスで、［Precedence Level Exceeded］ を選択

します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』

の「ルート パターンの設定」と「トランスレーション パターンの設定」を参照してください。

例

図 26-11 に、Unauthorized Precedence Announcement を受信するユーザの例を示します。

図 26-11 Unauthorized Precedence Announcement の例
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この例では、ユーザ 1002 が優先コールを開始するために 90 をダイヤルします。9 は優先順位アク

セス番号を示し、0 はユーザが使おうとしている優先レベルを示します。このユーザはフラッシュ

オーバーライド優先コール（優先レベル 0 のコール）を許可されていないので、ユーザは

Unauthorized Precedence Announcement を受信します。

Blocked Precedence Announcement

優先コールの宛先がオフフックである場合や、宛先が同等かそれ以上の優先順位の優先コールで通

話中で、コール待機機能もコール転送機能もなく、Alternate Party Diversion（APD）の発信先も指定

されていない場合、あるいは共通ネットワーク リソースがない場合、ユーザは Blocked Precedence

Announcement を受信します。

例

図 26-12 に、Blocked Precedence Announcement の例を示します。

図 26-12 Blocked Precedence Announcement の例

この例では、ユーザ 1000 が 90-1001 をダイヤルしてユーザ 1001 に優先コールをかけます。ユーザ

1001 は、オフフックまたは同等以上の優先レベルの優先コールで通話中であり、コール待機機能も

コール転送機能もなく、Alternate Party Diversion の発信先も指定されていないため、ユーザ 1000 は

Blocked Precedence Announcement を受信します。

Busy Station Not Equipped for Preemption

ユーザは、ダイヤルした番号がプリエンプション対応ではない場合に、このアナウンスを受信しま

す。つまり、ダイヤルした番号が通話中で、コール待機機能やコール転送機能がなく、Alternate

Party Diversion の発信先も指定されていない場合です。

クラスタ間トランクを超えたアナウンス

図 26-13 に、クラスタ間トランクを超えて配信される MLPP アナウンスのインスタンスを示します。
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図 26-13 クラスタ間トランクを超えた MLPP アナウンスの例

この例では、クラスタ間トランクが接続する 2 つのクラスタ上に電話機 1000 と 2000 が存在します。

ユーザ 2000 には、コール待機やコール転送などの機能は設定されていません。 

次の一連のイベントが順に発生します。

1. ユーザ 2000 は、電話機をオフフックしてダイヤルを開始します（ユーザ 2000 のステータスは

発信側ビジーとプリエンプション非対応が指定されています）。

2. ユーザ 1000 はクラスタ間トランク経由でユーザ 2000 に優先コールをダイヤルします。ユーザ

2000 はビジーであり、プリエンプション対応ではないため、コールは拒否されます。

3. ユーザ 1000 が優先コールを発信したため、コールは優先処理を受信し、リモート クラスタ上

のアナウンス サーバは適切な Blocked Precedence Announcement（BPA）をスイッチ名とクラス

タのロケーションとともにユーザ 1000 に送信します。

優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御

MLPP は、ユーザに対して定義されたコーリング サーチ スペースとパーティションを使用して

MLPP コールを認証および検証し、優先順位パターンにアクセス制御を提供します。

ユーザの最高優先順位は、ユーザ設定時に設定されます。MLPP 機能を備えたすべてのステーショ

ン デバイスが、MLPP 対応または MLPP 非対応として設定されます。ユーザ プロファイルが適用

されるデバイスは、そのデバイスから開始される優先コールに関して、そのユーザの優先レベルを

継承します。デフォルト ユーザが割り当てられたデバイスは、デフォルト ユーザの標準優先レベ

ルを継承します。

発信側に関連付けられたコーリング サーチ スペース（CSS）の設定によって、ユーザが優先パター

ンをダイヤル（優先コールを発信）できるかどうかが制御されます。Cisco Unified Communications

Manager には、許可される最高の優先順位値を明示的に示す設定はありません。

次の例に、第 3 のユーザにプライオリティ レベルの優先コールをかけようとする 2 人のユーザにつ

いて、優先コールへのアクセスの違いを示します。

IP IP

1000
Blocked Precedence

Announcement

2000

Alternate Party 
Diversion 

92-2000

11
39

88

MM
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例

図 26-14 に、優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御の例を示します。

図 26-14 優先順位パターン用の MLPP 番号計画アクセス制御の例

次の表で、この例の 3 人のユーザを定義します。

この例では、パーティションとコーリング サーチ スペースを使用して優先コールへのアクセスを

制御する方法を示します。

Private 3000 が優先順位パターン 93 をダイヤルして優先コールをかけると、次のイベントが発生し

ます。

• コール処理は、Private 3000 のコーリング サーチ スペースを検索し、Routine CSS を検出します。

• Private 3000 の Routine CSS 内で、コール処理は Block Priority パーティションを検出します。

• Block Priority パーティションで、コール処理はパターン 93 を検出し、トランスレーション パ
ターン 93 に移動します。

• トランスレーション パターン 93 は、優先コールがこのユーザ（DN）に対してブロックされる

ことを決定し、コール処理は Unauthorized Precedence Announcement（UPA）を発行します。

Major 2000 が番号 931000 をダイヤルして優先コールをかけると、次のイベントが発生します。

Private
DN:  (3000,default (5))
Partition:   Routine
Calling Search Space:
(Routine)

General
DN:  (1000,default (5))
Partition:  Routine
Calling Search Space:
(Flash Override)

Major
DN:  (2000,default (5))
Partition :  Routine
Calling Search Space:
(Priority) Translation Pattern

93.XXXX, Priority(3), predot
Partition: Priority

Translation Pattern
92.XXXX, Immediate(2), predot
Partition: Immediate

Translation Pattern
91.XXXX, Flash(1), predot
Partition: Flash

Translation Pattern
90.XXXX, Flash Override(0), predot
Partition: Flash OverRide

Calling Search Space: (Flash Override)
Flash OverRide, Flash, Immediate, Priority, Routine

Calling Search Space: (Routine)
Routine, Block Flash OverRide, Block Priority, Block
Immediate, Block Priority

Calling Search Space: (Flash)
Flash, Immediate, Priority, Routine, Block Flash OverRide,

Partition :
(Routine)
1000, 2000, 3000

Partition :
(Priority)
93.XXXX

Partition :
(Immediate)
92.XXXX

Partition : (Flash
OverRide)
91.XXXX

Partition :
(Flash)
90.XXXX

Translation Pattern
93, Default(5),
block - unauthorized
Partition: Block Priority

Partition : (Block
Priority)
93

Partition : (Block
Immediate)
92

Partition : (Block
Flash)
91

Partition : (Block
Flash OverRide)
90

Translation Pattern
92, Default(5),
block - unauthorized
Partition: Block Immediate

Translation Pattern
91, Default(5),
block - unauthorized
Partition: Block Flash

Translation Pattern
90, Default(5),
block - unauthorized
Partition: Block Flash OverRide

Calling Search Space: (Immediate)
Immediate, Priority, Routine, Block Flash OverRide, Block
Flash

Calling Search Space: (Priority)
Priority, Routine, Block Flash OverRide, Block Flash,
Block Immediate

IP

IP

IP

93

UPA

93100

99
71

1

ユーザ 電話番号（DN） パーティション
コーリング サーチ 
スペース（CSS）

General 1000 Routine Flash Override

Major 2000 Routine Priority

Private 3000 Routine Routine
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• コール処理は、Major 2000 のコーリング サーチ スペースを検索し、Priority CSS を検出します。

• Major 2000 の Priority CSS 内で、コール処理は Priority パーティションを検出します。

• Priority パーティションで、コール処理はパターン 93.XXXX を検出し、トランスレーション パ
ターン 93.XXXX に移動します。

• トランスレーション パターン 93.XXXX は、優先コールがこのユーザ（DN）に対して許可され

ることを決定します。したがって、コール処理は、ユーザ General 1000 へのプライオリティ レ
ベルの優先コールを実行します。

MLPP トランク選択

MLPP トランク選択では、ルート リストとルート グループを使用して使用可能なトランクのハン

トが実行されます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、単一のダイヤル パ

ターンを介して複数のゲートウェイにコールをルーティングし、使用可能なチャネルを検索するよ

うにルート リストおよび関連するルート グループを設定することができます。ルート リストには、

ルート リストがコールをルーティングできる多数のトランク リソースがありますが、個々のリ

ソースは多数のゲートウェイに分散している場合があります。

ゲートウェイの集合（つまり、ルート リストとルート グループの設定）で使用可能なトランク リ

ソースを特定できない場合、Cisco Unified Communications Manager は、集合内で優先レベルの低い

共有リソースのプリエンプションの開始を試みます。ルート リストとルート グループの設定でプ

リエンプション対応のチャネルをさらに検索する方法は 2 つあります。

方法 1

ルート リストおよび単一のルート グループを設定します。ルート グループにトランク インター

フェイス（ゲートウェイ）を追加し、Direct Route ゲートウェイをルート グループ内の最初のゲー

トウェイとして位置決めします。ルート グループをルート リストに関連付け、Top Down 分散アル

ゴリズムを選択します。この設定を使用して、システムはまずルート グループ内のすべてのゲート

ウェイでアイドル状態のチャネルを検索します。ルート グループ内のどのゲートウェイにもアイド

ル状態のチャネルがない場合は、次のように、ルート グループ内の最初のゲートウェイ（つまり、

Direct Route ゲートウェイ）で優先的なトランク選択が開始されます。

• コール処理は、分散アルゴリズムに基づいて集合から現在のルートを選択し、ゲートウェイ デ
バイスがプリエンプションを開始できるかどうかを判別するために、このゲートウェイ デバイ

スへコールを発信します。

• 現在のゲートウェイ デバイスが優先コール要求を拒否した場合（つまり、ゲートウェイ デバ

イスがプリエンプションを開始できない場合）、コール処理は集合内の次のゲートウェイを現

在のルートとして選択し、ゲートウェイ デバイスがプリエンプションを開始するか、ルート リ
ストとルート グループの集合内のすべてのゲートウェイ デバイスが検索されるまで、この手

順を続行します。

方法 2

使用可能なルート（トランク インターフェイス）ごとに、ルート リストおよび個別のルート グルー

プを設定します。1 つのルート グループを Direct ルート グループとして指定し、残りのルート グ

ループを Alternate ルート グループとして指定します。Direct Route トランク インターフェイス（ゲー

トウェイ）を Direct ルート グループの唯一のメンバとして追加します。Alternate Route ゲートウェ

イを個々の Alternate ルート グループに追加します。ルート グループをルート リストに関連付け、

Direct ルート グループをルート リスト内の最初のルート グループとして設定し、ルート グループ

の関連付けごとに Top Down 分散アルゴリズムを選択します。

この設定を使用して、まず Direct ルート グループ内の Direct ゲートウェイでアイドル状態のチャネ

ルが検索されます。Direct ゲートウェイ内にアイドル状態のチャネルがない場合、システムは次の

ように、この Direct ゲートウェイに対して優先的なトランク選択を開始します。
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• コール処理は、Direct ルートを選択し、このゲートウェイ デバイスにコールを発信して、ゲー

トウェイ デバイスがプリエンプションを開始できるかどうかを判別します。

• Direct ゲートウェイ デバイスが優先コール要求を拒否した場合（つまり、ゲートウェイ デバイ

スがプリエンプションを開始できない場合）は、ルート リスト内の次のルート グループが現

在のルートとして選択されます。現在のゲートウェイでアイドル状態のチャネルが見つかる

か、現在のゲートウェイ デバイスがプリエンプションを開始するか、ルート リストとルート

グループの集合内のすべてのゲートウェイ デバイスが検索されるまで、この手順が続行されま

す。

例

次の例は、フラッシュ レベルの着信優先コールが使用可能なトランク デバイスを探している場合

に、使用可能なトランク デバイスを検索する 2 つの方法を示しています。

図 26-15 に、ルート リストとルート グループを使用して使用可能なトランク デバイスをハントす

る MLPP トランク選択の例を示します。 

図 26-15 MLPP トランク選択（ハント）の例

方法 1 では、次の一連のイベントが発生します。

1. フラッシュ レベルの着信優先コールがルート リスト RL に到達します。これには、ルート グ
ループ RG1 だけが含まれています。

2. ルート グループ RG1 には 3 つのトランク デバイスが含まれています。

RG1 内の 3 つのトランク デバイスのうち、トランク デバイス 1 とトランク デバイス 2 は通話

中なので、システムは使用可能なトランク デバイス 3 にコールを発信します。

RL
RG1

RG1

RG2

RG3

  1

  2

  3

  1

  2

  3

1  3 
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方法 2 では、次の一連のイベントが発生します。

1. フラッシュ レベルの着信優先コールがルート リスト RL に到達し、まずルート グループ RG1
へ移動します。ここで、コールはトランク デバイス 1 へ送信されますが、トランク デバイス 1
は通話中です。 

トランク デバイス 1 の場合、このデバイスを使用しているコールを差し替えるには、フラッ

シュよりも優先順位の高いコールである必要があります。

2. コールはルート リスト RL 内で次のルート グループを探し、ルート グループ RG2 を検出しま

す。ルート グループ RG2 にはトランク デバイス 2 が含まれています。これも通話中ですが、

プライオリティよりも優先レベルの高い優先コールであれば、トランク デバイス 2 でプリエン

プションを実行できます。

このコールの方が優先順位が高いので、トランク デバイス 2 の既存のコールが差し替えられま

す。

MLPP 階層設定

デバイスの MLPP 設定は次の階層に従っています。

• デバイスの［MLPP 表示（MLPP Indication）］ が［オフ（Off）］ に設定されている場合、デバイ

スは MLPP コールのインジケータを送信できません。デバイスの［MLPP プリエンプション

（MLPP Preemption）］ が［無効（Disabled）］ に設定されている場合、デバイスはコールを差し替

えることができません。これらの設定は、デバイスの共通デバイス設定項目を上書きします。

• デバイスの［MLPP 表示（MLPP Indication）］ が［オン（On）］ に設定されている場合、デバイ

スは MLPP コールのインジケータを送信できます。デバイスの［MLPP プリエンプション（MLPP
Preemption）］ が［強制（Forceful）］ に設定されている場合、デバイスはコールを差し替えるこ

とができます。これらの設定は、デバイスの共通デバイス設定項目を上書きします。

• デバイスの［MLPP 表示（MLPP Indication）］ が［デフォルト（Default）］ に設定されている場

合、デバイスはそのデバイスの共通デバイス設定から、MLPP コールのインジケータの送信の

設定を継承します。デバイスの［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ が［デフォル

ト（Default）］ に設定されている場合、デバイスは共通デバイス設定から、コールの差し替えの

設定を継承します。

共通デバイス設定の MLPP 設定は次の階層に従っています。

• 共通デバイス設定の［MLPP 表示（MLPP Indication）］ が［オフ（Off）］ に設定されている場合、

共通デバイス設定内のデバイスは MLPP コールのインジケータを送信できません。共通デバイ

ス設定の［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ が［無効（Disabled）］ に設定されてい

る場合、共通デバイス設定内のデバイスはコールを差し替えることができません。これらの設

定は、MLPP エンタープライズ パラメータ設定を上書きします。

• 共通デバイス設定の［MLPP 表示（MLPP Indication）］ が［オン（On）］ に設定されている場合、

共通デバイス設定内のデバイスは MLPP コールのインジケータを送信できます。共通デバイス

設定の［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ が［強制（Forceful）］ に設定されている

場合、共通デバイス設定内のデバイスはコールを差し替えることができます。これらの設定は、

MLPP エンタープライズ パラメータ設定を上書きします。

• 共通デバイス設定の［MLPP 表示（MLPP Indication）］ が［デフォルト（Default）］ に設定されて

いる場合、デバイスは MLPP Indication Status エンタープライズ パラメータから、MLPP コール

のインジケータの送信の設定を継承します。共通デバイス設定の［MLPP プリエンプション

（MLPP Preemption）］ が［デフォルト（Default）］ に設定されている場合、共通デバイス設定は

MLPP Preemption Setting エンタープライズ パラメータから、コールの差し替えの設定を継承し

ます。

MLPP Indication Status エンタープライズ パラメータは、エンタープライズ内の共通デバイス設定お

よび共通デバイス設定のインジケータ ステータスを定義しますが、共通デバイス設定および個々の

デバイスのデフォルト以外の設定でその値を上書きできます。このエンタープライズ パラメータの

デフォルト値は、［MLPP Indication turned off］ です。
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MLPP Preemption Setting エンタープライズ パラメータは、エンタープライズ内のデバイスおよび共

通デバイス設定のプリエンプション機能を定義しますが、共通デバイス設定および個々のデバイス

のデフォルト以外の設定でその値を上書きできます。このエンタープライズ パラメータのデフォル

ト値は、［No preemption allowed］ です。

MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータは、MLPP ドメインを指定します。MLPP サー

ビスはドメインだけに適用されます。つまり、特定のドメインに属す加入者と、ネットワークおよ

びアクセス リソースだけに適用されます。MLPP 加入者からのコールに属す接続とリソースには、

優先レベルと MLPP ドメイン識別子のマークが付けられます。同じドメイン内の MLPP ユーザから

の優先順位の高いコールだけが、同じドメイン内の優先順位の低いコールを差し替えることができ

ます。

サービス パラメータの特別なトレース設定

MLPP は、トレース用のサービス パラメータを発行します。

詳細については、『Cisco Unified Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

優先コール用の CDR の録音

MLPP 優先コールは、Call Detail Records（CDR; 呼詳細レコード）を生成します。CDR は、優先コー

ルの優先レベルを示します。

通常は、同じ優先レベルのコール レッグが適用されます。転送コールや会議コールでは優先レベル

が異なる場合があるので、Cisco Unified Communications Manager CDR はコールの各レッグの優先レ

ベルを示します。

Cisco Unified Communications Manager CDR は、差し替えられたコールの切断のプリエンプション値

を記録します。

詳細については、『Cisco Unified Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

回線機能のインタラクション

MLPP は、次の各項で説明しているように、回線機能と通信します。

• コール転送（P.26-27）

• コール転送（P.26-28）

• シェアドライン（P.26-28）

• コール待機（P.26-28）

コール転送

MLPP は、次のリストで説明しているように、コール転送機能と通信します。

• コールの話中転送

－ オプションで、任意の MLPP 対応ステーションに対して事前設定の Precedence Alternate
Party ターゲットを設定できます。

－ Cisco Unified Communications Manager は、コールに Precedence Alternate Party Diversion 手順

を適用する前に、通常の方法で優先コールを転送する話中転送機能を適用します。

－ 着信優先コールの優先順位が既存のコールの優先順位と同じかそれより低い場合、コール

処理は通常のコール転送機能を呼び出します。
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－ 優先コールの宛先ステーションがプリエンプション対応ではない場合（つまり、MLPP が
設定されていない場合）、コール処理はコール転送機能を呼び出します。

－ システムは、転送された複数のコール間でのコールの優先順位を保存します。

－ 着信優先コールの優先順位が既存のコールの優先順位より高い場合は、プリエンプション

が実行されます。優先コールが送信されたステーションの電話が切られるまで、アクティ

ブなコールによって差し替えられるコールの両方のユーザに、連続的なプリエンプション

トーンが再生されます。電話を切ると、優先コールが送信されたステーションに優先順位

呼び出し音が再生されます。宛先ステーションは、オフフックになると、優先コールに接

続されます。

• コールの無応答時転送

－ コールの優先レベルがプライオリティ以上である場合、コール処理は、転送プロセスでコー

ルの優先レベルを保存し、転送先のユーザの差し替えを試みます。

－ 優先コールの宛先に対して Alternate Party が設定されている場合、コール処理は、Precedence
Call Alternate Party タイムアウトの期限が切れた後に、優先コールを代替パーティに転送し

ます。

優先コールの宛先に対して Alternate Party が設定されていない場合、コール処理は、優先
コールを Call Forward No Answer（CFNA; 無応答時転送）設定に転送します。

－ 優先コールは通常、ボイスメール システムではなくユーザにルーティングされます。管理

者は、優先コールがボイスメール システムに転送されるのを避けるため、Use Standard VM
Handling For Precedence Calls エンタープライズ パラメータを設定します。詳細については、

P.26-41 の「MLPP のエンタープライズ パラメータの設定」を参照してください。

コール転送

MLPP は、コール転送機能と通信します。ブラインド転送と打診転送の場合は、コンサルト コール

も含め、転送されるコールの各接続が、コールが確立されたときに接続に割り当てられた優先順位

を維持します。

シェアドライン

MLPP は、シェアドラインと通信します。保留中のコールがあるシェアドライン アピアランスは、

同じ電話番号（DN）を持つ別の端末への優先順位の高いコールを確立するため、差し替えられる

可能性があります。この場合、保留中の元のコールは切断されず、優先コールが接続されます。優

先コールが終了すると、ユーザは保留中の元のコールを取得できます。

コール待機

MLPP は、次のリストで説明しているように、コール待機機能と通信します。

• ネットワーク リソースの不足のためコール待機ステータスと MLPP 優先コールの間に競合が

発生した場合、コールは差し替えられます。

• コール待機が設定された宛先ステーションに優先コールが発信されると、次のイベントが発生

します。

－ 要求された優先順位が既存のコールの優先順位よりも高い場合、既存のコールは差し替え

られます。宛先ユーザがプリエンプション対応ではない場合、コール処理は、通常のコー

ル待機機能とアラートを呼び出します。優先コールの優先レベルがプライオリティ以上で

ある場合、宛先ユーザは優先コール待機トーンとケイデンスを受信します。

－ 要求された優先レベルが既存のコールの優先順位と同じである場合、コール処理は、通常

のコール待機機能を呼び出します。優先コールの優先順位が標準である場合、コール処理

は、標準コール待機トーンで宛先に警告します。優先コールの優先順位がプライオリティ

以上である場合、コール処理は、優先コール待機トーンで宛先に警告します。
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－ 要求された優先レベルが既存のコールの優先順位より低い場合、コール処理は、通常のコー

ル待機機能を呼び出します。優先コールの優先順位が標準である場合、コール処理は、標

準コール待機トーンで宛先に警告します。優先コールの優先順位がプライオリティ以上で

ある場合、コール処理は、優先コール待機トーンで宛先に警告します。

－ デバイスに複数の表示がある場合、宛先ユーザは、優先順位の低いコールを保留にし、優

先順位の高いコールに受信応答することができます。優先順位の高いコールが終了すると、

宛先ユーザは、保留にした優先順位の低いコールを再開できます。

コール保存

Cisco Unified Communications Manager コール保存機能によって保存される MGCP トランク コールま

たは接続は、コール保存機能が呼び出された後、優先レベルと MLPP ドメインを保存します。デバ

イスが Cisco Unified Communications Manager に登録された後、システムは、保存されたコールを

Cisco Unified Communications Manager システムのデバイス層だけに保存します。そのため、保存さ

れたコールは 2 つの半々のコールとして扱われます。これらのデバイスでプリエンプションが実行

された場合、一方のレッグだけが他方のレッグへのプリエンプション プロトコルに従うことができ

ます。システムは、RTP ポートのクローズによってしかコールの終了を検知できません。

自動代替ルーティング

AAR の拡張機能である Automated Alternate Routing（AAR）for Insufficient Bandwidth 機能は、ロケー

ションの帯域幅が不十分で Cisco Unified Communications Manager がコールをブロックした場合に、

代替番号を使用し、Public Switched Telephone Network（PSTN）またはその他のネットワークを介し

てコールを再ルーティングするため、自動的にフォールバックするメカニズムを提供します。この

機能を使用すると、発信者は電話を切ったり着信側に再びダイヤルしたりする必要がなくなりま

す。

優先コールの試みが AAR サービスの起動条件と一致した場合、優先コールは AAR 設定の指定に従

い、PSTN またはその他のネットワークを介して再ルーティングされます。Cisco Unified

Communications Manager は、コールがルーティングされたネットワーク インターフェイスの MLPP

表示対応および MLPP プリエンプション対応の設定に基づいて、コールが最初から PSTN またはそ

の他のネットワークを介してルーティングされた場合と同じように、コールの優先順位を処理しま

す。

自動代替ルーティングの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス

トレーション ガイド』の「自動代替ルーティングのグループ設定」を参照してください。

MGCP と PRI プロトコル

MLPP は、Cisco Unified Communications Manager が MGCP プロトコルを使用して制御し、MLPP プ

リエンプション対応として設定されたターゲット Voice over IP ゲートウェイ上の T1-CAS および

T1-PRI（北米）インターフェイスに対してだけ、共通ネットワーク ファシリティ プリエンプショ

ンをサポートします。
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セキュアなエンドポイントとセキュアな通信

従来の米国国防総省（DOD）の TDM ネットワークでは、従来のアナログ STU（secure telephone

units）と BRI STE（secure telephone equipment）をセキュアなエンドポイントとして使用しています。

これらはセキュアな通信には重要です。新しく開発された IP STE でも、従来の設備の必要性を削

減するためのサポートが必要です。Cisco Unified Communications Manager は、これらのデバイスの

Skinny Client Control Protocol をサポートしています。モデム リレーは、V.150 プロトコルを使用し

ており、セキュアな通信を提供しています。 

MLPP 優先順位と DSCP 値のマッピング

Cisco Unified Communications Manager は、IP ネットワーク内のコールに優先順位を付けるために、

MLPP 優先レベルを IP ヘッダーの ToS フィールドの DSCP 値にマッピングします。次の優先レベ

ルを DSCP 値にマッピングできます。

• エクゼクティブ オーバーライド

• フラッシュ オーバーライド

• フラッシュ

• 即時

• プライオリティ

ネットワーク内のすべての Cisco Unified Communications Manager クラスタで同一になるように、

MLPP 優先レベルを DSCP 値にマッピングする必要があります。

MLPP 優先レベルを DSCP 値にマッピングするには、サービス パラメータの［Clusterwide Parameters

（System-QoS）］ セクションで各優先レベルにマッピングする DSCP 値を選択します。［保存（Save）］

ボタンをクリックして、変更を保存します。
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MLPP 補足サービス
Cisco Unified Communications Manager の管理機能は、次の MLPP 補足サービスとエンティティのサ

ポートを提供しています。

• 複数ライン アピアランスに対する MLPP サポート（P.26-31）

• コール転送（P.26-32）

• 三者通話（P.26-32）

• コール転送（P.26-33）

• コール ピックアップ（P.26-34）

• ハント パイロットとハント リスト（P.26-34）

次のサブセクションでは、各 MLPP 補足サービスについて説明します。補足サービスごとに、サー

ビスの説明、設定情報、推奨事項、およびトラブルシューティング情報を説明します。

複数ライン アピアランスに対する MLPP サポート

コール アピアランスが使用中ではなく、ビジー トリガーが超過していない場合、着信優先コール

が表示されます。これによって、アクティブな回線が優先コール待機トーンを受信し、エンドポイ

ント ディスプレイに適切な優先バブルが表示されます。着信コールによって、優先順位呼び出し

トーンは再生されません。代わりに、アクティブ アピアランスで優先コール待機トーンが再生され

ます。 

コール アピアランスが使用中で、呼び出されたエンドポイントにコール転送が設定されていない場

合、エンドポイントでは、優先順位の高い着信コールによって、低いアクティブ レベルまたは非ア

クティブのコール アピアランスが差し替えられます。優先順位が同じ場合は、アクティブ アピア

ランスが差し替えられます。

非アクティブ（保留中の）アピアランスが差し替えられる場合、着信コールはエンドポイント ディ

スプレイに適切な優先バブルを表示し、アクティブ コール アピアランスに優先コール待機トーン

が表示されます。差し替えられた他のユーザ（保留中のコールの相手側）は、コール プリエンプ

ション トーンを受信します。

アクティブ コール アピアランスが差し替えられる場合、通常のコール プリエンプションが実行さ

れます（プリエンプション トーンがアクティブ アピアランスおよびもう一方のアクティブ回線に

表示されます）。既存の非アクティブ（保留中の）コール アピアランスは影響されないので、いつ

でも受け取ることができます。

設定

複数ライン アピアランスに対する MLPP サポートを正常に機能させるためには、次の設定が推奨

されます。

• 必須ではありませんが、推奨される IP Phone の設定は、最大コール数が 4 で、ビジー トリガー

数が 2 です。

• MLPP 補足サービスとのインタラクションでは、複数のパーティションを使用して、同じ DN
を同じステーションに 2 回割り当てることはできません。

• 複数のアラート コールが着信したときに、最も優先順位の高いコールに応答できないので、す

べての IP Phone の［自動回線選択］ オプションを無効にします。

トラブルシューティング

詳細なトレースが設定された CCM トレース ログを使用すると、whatToDo タグを検索することで、

着信コールにプリエンプション条件がどのように適用されたかどうかを知ることができます。



第 26 章      Multilevel Precedence and Preemption
MLPP 補足サービス

26-32
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

OL-15410-01-J

コール転送

Department of Defense（DoD; 米国国防総省）は、携帯電話などのオフネット エンドポイントに優先

コールが転送されることを禁止しています。さらに、転送されたコールは複数の転送ホップで元の

優先順位を維持する必要があります。

Call Forward All（CFA; 不在転送）シナリオでは、優先コールは、元の着信側の MLPP Alternate Party

（MAP）ターゲットにただちにルーティングされます。CFA ターゲットは、MLPP コールでは使用

されません。

話中転送（CFB）シナリオでは、優先コールは、P.26-36 の「制限事項」に記述されたホップ数の制

限値に従い、着信側エンドポイントのオープン アピアランスの状態で、設定された CFB の宛先に

転送されます。

無応答時転送（CFNA）シナリオでは、コール処理が元の着信側の CFNA ターゲットに単一の転送

ホップを試みます。応答なしタイマーの期限が切れる前にエンドポイントが応答しないと、コール

が元の着信側の MAP ターゲットに送信されます。 

設定

DoD の MLPP 操作では、すべての MLPP エンドポイントに MLPP Alternate Party（MAP）ターゲッ

トの電話番号が設定されている必要があります。MAP は通常、アテンダントの番号を指定し、転

送された MLPP コールの最後の宛先として使用されます。 

MAP が必要なときに既定の設定にエンドポイントが従っていない場合、MLPP コール発信者にリ

オーダー音が聞こえます。これは、着信側の設定に必要な MAP 設定が含まれていないことを示し

ます。この音が再生されるのは、他の転送オプションが使用不可であるか、設定されていない場合

に、コールがアテンダントに転送されたときだけです。

例

次に、転送の例について説明します。まず、CFNA タイマーが 5 秒に設定された MLPP コールの呼

び出し音が鳴ります（フラッシュ オーバーライド優先レベルで 3001 が 3003 にコールします）。タ

イマーの期限が切れると、コールは元の着信側の CFNA ターゲット（3004）にリダイレクトされま

す。このプロセス中、コールは優先レベル 1（フラッシュ オーバーライド）を維持します。

三者通話

Cisco Unified Communications Manager では、三者通話について次の要件が規定されています。

• 三者通話の各接続では、元の優先レベルを維持する必要がある。

• 三者通話の分割操作を実行する電話機は、異なる優先レベルが混在する場合、2 つのコールの

うち高い方の優先レベルを使用する。

Cisco Unified Communications Manager の MLPP には、会議ブリッジ リソースのプリエンプションも

含まれます。会議ブリッジが飽和状態になった場合、より高い優先順位の三者通話が新たに設定さ

れたときに、各ストリームが差し替えられます。

設定

Maximum Ad Hoc Conference サービス パラメータを 3 に設定することを推奨します。この設定は、

アドホック コールを 3 人の参加者に制限します。Cisco Unified Communications Manager は、アド

ホック会議機能を使用して、三者通話を実装しています。
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Cisco Unified Communications Manager IP Voice Media Streaming アプリケーションを使用して、三者

通話を行います。IOS DSP ファームは MLPP のサポートに対応していないので、IOS DSP ファーム

を使用して会議コールを行わないでください。

プリエンプションが行われるのは、1 つのブリッジだけです。

MLPP の三者通話は、Cisco Unified Communications Manager の Release 4.2 に追加された会議チェー

ン機能と相互運用しません。

例 1

この例では、A、B、および C 間の三者通話について説明します。A はプライオリティ 4 で B をコー

ルした後に、プライオリティ 2（フラッシュ）で C をコールして、会議を開始しています。会議は

アクティブ状態で、3 人の参加者で進められています。A はフラッシュ優先レベル、B はプライオ

リティ優先レベル、C はフラッシュ優先レベルです。C が電話を切ると、A と B が同時に通常の

コールに参加します。A を、フラッシュからプライオリティにダウングレードする必要があります。

例 2

この例では、会議コールが既存の会議コールを差し替えます。ブリッジを飽和状態にするために、

会議ブリッジの最大ストリーム値が 3 に設定されています。最初の三者通話は標準優先レベル（5）

で A、B、および C 間で確立されます。その後、電話機 D がユーザ E および F とともにフラッシュ

優先レベル（2）で三者通話を確立します。

コール転送

スイッチが同じ優先レベルを持つ 2 つのセグメント間でコール転送を開始する場合、セグメントは

転送時にその優先レベルを維持する必要があります。異なる優先レベルのコール セグメント間で

コール転送が行われた場合、転送を開始するスイッチは 2 つのセグメント間の高い方の優先レベル

の接続にマークを付けます。

Cisco Unified Communications Manager は、転送操作に関わるコール レッグの優先レベルをアップグ

レードすることで、この要件をサポートします。たとえば、ユーザ A がプライオリティ優先レベル

でユーザ B をコールします。その後、ユーザ B は C への転送を開始して、ダイヤル時にフラッシュ

優先番号をダイヤルします。転送が完了すると、ユーザ A の優先レベルがプライオリティからフ

ラッシュにアップグレードされます。

（注） 優先レベルのアップグレードは、クラスタ間トランク（ICT）または PRI トランクなどのトランク

デバイスでは機能しません。

設定

MLPP 転送サービスに、設定要件はありません。この機能は MLPP が有効になったときに自動的に

有効になり、電話機は［転送］ ソフトキーをサポートします。
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コール ピックアップ

Cisco Unified Communications Manager は、次の要件を含む最高の優先レベルの条件をコール ピック

アップ アルゴリズムに追加します。

• コール ピックアップ グループに無応答状態のユーザが複数存在し、それらの無応答状態のユー

ザが異なる優先レベルの場合、そのグループのコール ピックアップの試行では、最も優先順位

の高いコールが最初に取得されます。

•  同じ優先レベルの複数のコールの呼び出し音が同時に鳴っている場合、そのグループのコール

ピックアップの試行では、呼び出し時間の最も長いコールが最初に取得されます。

• MLPP コールのグループ ピックアップ機能がサポートされています。操作の内容は、通常の

コール ピックアップ機能と同じになります。

• MLPP コールでは、他グループ ピックアップはサポートされていません。

• 複数のコールが電話番号 A を呼び出している場合、ダイレクト コールパーク機能を使用して

電話番号 A からのコールに応答したユーザは、優先順位が最も高い着信コールに接続されま

す。これは、このユーザが電話番号 A からのコールに応答するためにダイレクト コールパー

ク機能を使用するような設定がなされたと判断したためです。

設定

MLPP 機能のコール ピックアップには設定上の特別な考慮事項はありません。一方、MLPP コール

では他グループのピックアップはサポートされていません。

ハント パイロットとハント リスト

Cisco Unified Communications Manager には、ハント パイロット機能の以前の実装に対する変更内容

が追加されました。ハント パイロットとの MLPP のインタラクションが次のように変更されまし

た。

• ハント グループ内のすべての回線がビジーになるまで通常のハント アルゴリズム ロジックが

実行されます。

• すべての回線がビジー状態の場合、最も低い優先コールがプリエンプションに選択されます。

• プリエンプションが実行される場合、通常の回線グループの応答なしタイマーが続行します。

このタイマーの期限が切れると、ハント グループ内で次に低いレベルの優先コールがプリエン

プションに選択されます。

次のハント アルゴリズムに対して MLPP が実装されます。

• 優先度順

• 最長アイドル時間

• ラウンドロビン

ブロードキャスト アルゴリズムが使用中の場合でも、プリエンプションは実行されます。シスコ

は、ブロードキャスト アルゴリズムに対して明示的なサポートを提供しておりません。

Cisco Unified Communications Manager では、ハント グループで複数の回線グループの設定を行うこ

とができます。現在の実装では、ハント グループで 1 つの回線グループだけがサポートされていま

す。複数の回線グループが設定されている場合でもプリエンプションは実行されますが、ハント グ

ループに複数の回線グループが設定されている場合には最も低い優先コールをプリエンプション

に選択することはできません。
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設定

ハント パイロットとハント リストには、次の設定が必要になります。

• ハント グループに 1 つのハント リストだけを設定します。プリエンプションは、リスト内の

最初のグループだけで実行されます。

• すべてのハント グループ オプションを［次のメンバへ、ただし次のグループにはハントしな

い（Try next member, but do not go to next group）］ に設定します。これには、［応答なし（No
Answer）］、［話し中（Busy）］、および［使用不可（Not Available）］ のオプションが含まれます。

• ハント グループ アルゴリズムを優先度順、ラウンドロビン、または最長アイドル時間に設定

します。シスコは、ブロードキャスト アルゴリズムに対するサポートは提供しておりません。

• ハント パイロットの［個人の初期設定を使用（Use Personal Preferences）］ チェックボックスを

オフにします。

• ハント パイロットの MLPP 優先度の設定に［デフォルト（Default）］ を指定していることを確

認します。

• ハント リスト内のすべてのステーションを 1 つの MLPP ドメインに設定します。

さらに、次の設定を行うことを強く推奨します。

• Forward No Answer DN ハント パイロットを最後の DN に設定します。

• Forward on Busy DN ハント パイロットを最後の DN に設定します。
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インタラクションおよび制限事項
次の項では、MLPP におけるインタラクションおよび制限事項について説明します。

• インタラクション（P.26-36）

• 制限事項（P.26-36）

インタラクション

MLPP は、次の Cisco Unified Communications Manager 機能と通信します。

• Cisco エクステンション モビリティ：ユーザがエクステンション モビリティを使用してデバイ

スにログインした場合、MLPP サービス ドメインはユーザ デバイス プロファイルとの関連付

けを維持します。エクステンション モビリティでは、［MLPP 表示（MLPP Indication）］ 設定と

［MLPP プリエンプション（MLPP Preemption）］ 設定も適用されます。デバイスまたはデバイス

プロファイルが MLPP をサポートしていない場合、これらの設定は適用されません。

• 即時転送：即時転送は、コールのタイプ（たとえば、優先コール）に関係なく、ボイスメール

メールボックスへコールを転送します。Alternate Party Diversion（コールの優先順位）がアク

ティブになっている場合は、無応答時転送（CFNA）も非アクティブになります。

• Cisco Unified Communications Manager Assistant（Unified CM Assistant）：MLPP は、次のように

Unified CM Assistant と通信します。

－ Cisco Unified Communications Manager Assistant は、MLPP 優先コールを処理する際、コール

の優先順位を保持します。

－ Cisco Unified Communications Manager Assistant は、他のすべてのコールと同じように MLPP
優先コールをフィルタリングします。コールの優先順位は、コールがフィルタリングされ

るかどうかには影響を与えません。

－ Cisco Unified Communications Manager Assistant はコールの優先順位を登録しないので、

Assistant Console でコールの優先順位について追加のインジケータを送信することはあり

ません。

• Resource Reservation Protocol（RSVP）：RSVP は最初から MLPP をサポートしています。RSVP
がアクティブな場合の MLPP の動作については、『Cisco Unified Communications Manager システ
ム ガイド』の「Resource Reservation Protocol」の章の「RSVP ベースの MLPP」に説明があります。

• 補足サービス：MLPP は、複数ライン アピアランス、コール転送、自動転送、三者通話、コー

ル ピックアップ、およびハント パイロットと通信します。各サービスとのインタラクション

について説明している P.26-31 の「MLPP 補足サービス」および後続の項を参照してください。

制限事項

MLPP には、次の制限事項があります。

• 共通ネットワーク ファシリティ プリエンプションがサポートされるのは、Cisco Unified
Communications Manager が MGCP プロトコルを使用して制御し、MLPP プリエンプション対応

として設定されたターゲット Voice over IP ゲートウェイ上の T1-CAS および T1-PRI（北米）イ

ンターフェイスに対してだけです。

• User Access Channel がサポートされるのは、次の Cisco Unified IP Phone モデルに対してだけで

す。これらは、MLPP プリエンプション対応として設定されている必要があります。

－ Cisco 796X シリーズ IP Phone

－ Cisco 794X シリーズ IP Phone

• IOS ゲートウェイは、Cisco Unified Communications Manager への SCCP インターフェイスをサ

ポートします。したがって、Cisco Unified Communications Manager でサポート対象の電話機モ

デルとして表示される BRI とアナログ電話機をサポートします。
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• トーンや呼び出し音など、MLPP 関連の通知を生成するのは MLPP 表示対応のデバイスだけで

す。MLPP 表示対応ではないデバイスで優先コールが終了した場合、優先順位呼び出し音は再

生されません。MLPP 表示対応ではないデバイスから優先コールが発信された場合、優先順位

呼び戻し音は再生されません。差し替えられるコール（つまり、プリエンプションを開始した

コールの相手側）に MLPP 表示対応ではないデバイスが含まれている場合、そのデバイスにプ

リエンプション トーンは再生されません。

• 電話機の場合、MLPP 表示対応ではないデバイス（つまり、［MLPP 表示（MLPP Indication）］ が
［オフ（Off）］ に設定されている）でプリエンプションを実行することはできません。

トランクの場合、MLPP 表示とプリエンプションは別々に機能します。

• Cisco Unified Communications Manager は、Look Ahead for Busy（LFB）オプションをサポートし

ていません。

• クラスタ間トランク MLPP は、ダイヤルされた数値によって優先順位情報を送達します。ドメ

イン情報は保存されないため、着信コールのトランクごとに設定する必要があります。

• 729 Annex A をサポートしています。

• さまざまなロケーション帯域幅のプリエンプション制限があります。

• DRSN の場合、CDR は値 0、1、2、3、および 4 の優先レベルを表しており、DSN で使用され

ているように 0 はエクゼクティブ オーバーライドを示し、4 は標準を示します。このように

CDR は DRSN フォーマットを使用していません。

• ロケーション プリエンプションは、ビデオ コールには適用されません。Cisco Unified 
Communications Manager では、オーディオの帯域幅とビデオの帯域幅は、別々に追跡されます。

ビデオ コールは、プリエンプション処理されません。

• MLPP 対応デバイスは回線グループではサポートされません。このため、シスコは次のガイド

ラインを推奨しています。

－ 回線グループ内では MLPP 対応デバイスを設定しないでください。ただし、ルート グルー

プはサポートしています。トランク選択とハンティング方法の両方がサポートされていま

す。

－ 回線グループまたはルート グループで MLPP 対応デバイスが設定されている場合、プリエ

ンプション イベント中にルート リストがデバイスにロックされていないと、差し替えられ

たコールはルート リストまたはハント リストの他のデバイスに再ルーティングされる可

能性があります。また、どのデバイスもコールを受信できない場合にだけ、プリエンプショ

ン インジケータが返されることがあります。

－ ルート リストは、トランク選択および優先コールのハンティングのいずれかのアルゴリズ

ムをサポートするように設定できます。方法 1 では、Preemptive 検索を直接実行します。方

法 2 では、最初に一般的な検索を実行します。この検索がうまく行かない場合は、Preemptive
検索を実行します。方法 2 では、ルート リストのデバイス全体に 2 回繰り返す必要があり

ます。

方法 2 にルート リストが設定されている場合、回線グループを含む特定のシナリオでは、
ルート リストはデバイス全体を 2 度繰り返して優先コールを検索することになります。

• ［MLPP 表示（MLPP Indication）］ を（エンタープライズ パラメータ、共通デバイス設定、また

はデバイス レベルで）オンにすると、デバイスの［MLPP 表示（MLPP Indication）］ がオフ（無

効）になっていない限り、デバイス上の回線では通常の呼出音設定の動作が無効になります。

• 補足サービス：補足サービスに対する MLPP サポートでは、次の制限事項が指定されます。

－ 現在の MLPP 設計は、他グループ ピックアップではなく、基本のコール ピックアップ機

能およびグループ コール ピックアップ機能のみに対応しています。ダイレクト コール

ピックアップ機能のサポートは、P.26-34 の「コール ピックアップ」の説明のとおりに機

能します。

－ 着信 MLPP コールに対する CFA サポートでは、MAP ターゲットが設定されている場合、

コールを常に着信側の MAP ターゲットに転送します。設定が正しくない場合（つまり、

MAP ターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、発信側ではリオーダー音

が聞こえます。
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－ 着信 MLPP コールに対する CFNA サポートでは、コールを CFNA ターゲットに 1 回転送し

ます。最初のホップの後、コールが無応答状態の場合、MAP ターゲットが設定されていれ

ば、コールは元の着信側の MAP ターゲットに送信されます。設定が正しくない場合（つ

まり、MAP ターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、発信側ではリオー

ダー音が聞こえます。

－ 着信 MLPP コールに対する CFB サポートでは、転送ホップに設定されている最大数まで

コールを転送します。最大ホップ数に達した場合、MAP ターゲットが設定されていれば、

コールは元の着信側の MAP ターゲットに送信されます。設定が正しくない場合（つまり、

MAP ターゲットが指定されていない場合）、コールは拒否され、発信側ではリオーダー音

が聞こえます。

－ ハント パイロットのサポートでは、ハント グループ アルゴリズムが最長アイドル時間、優

先度順、またはラウンドロビンを指定している必要があります。ビジー処理、応答なし処

理、および未登録処理のハント グループ オプションが［次のメンバへ、ただし次のグルー

プにはハントしない（Try next member, but do not go to next group）］ に設定されていることを

確認します。プリエンプションが行われるのは、1 つのハント グループだけです。

設定の詳細については、P.26-39 の「MLPP の設定チェックリスト」を参照してください。
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MLPP のインストールとアクティブ化
システム機能である MLPP は、Cisco Unified Communications Manager ソフトウェアに標準で備わっ

ており、特別なインストールは必要ありません。

MLPP の設定チェックリスト
表 26-1 に、MLPP を設定するためのチェックリストを示します。

表 26-1 MLPP の設定チェックリスト

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 MLPP ドメイン、リソース プライオリティ ネームス

ペース ネットワーク ドメイン、およびリソース プ

ライオリティ ネームスペース ネットワーク ドメイ

ン リストを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「MLPP ドメインの設定」

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「リソース プライオリティ

ネームスペース ネットワーク ドメインの設定」

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「リソース プライオリティ

ネームスペース リストの設定」

ステップ 2 関連するデバイスが MLPP コールを発信できる共通

デバイス設定を設定します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「デバイス プールの設定」

ステップ 3 エンタープライズ パラメータを設定して、MLPP 表

示とプリエンプションを有効にします。個々のデバ

イスおよび共通デバイス設定内のデバイスで MLPP

が［デフォルト（Default）］ に設定されている場合、

これらのデバイスおよび共通デバイス設定には

MLLP 関連のエンタープライズ パラメータが適用さ

れます。

MLPP のエンタープライズ パラメータの設定

（P.26-41）

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「エンタープライズ パラメー

タの設定」

ステップ 4 ユーザ（発信側および関連するデバイス）が MLPP

を使用して優先コールをかけられるように、パー

ティションとコーリング サーチ スペース（CSS）を

設定します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「パーティションの設定」

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「コーリング サーチ スペー

スの設定」

ステップ 5 MLPP コールの MLPP 優先レベルとルート オプショ

ンを指定するルート パターン / ハント パイロットを

設定します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「ルート パターンの設定」

ステップ 6 MLPP コールの MLPP 優先レベルとルート オプショ

ンを指定するトランスレーション パターンを設定

します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「トランスレーション パター

ンの設定」
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ステップ 7 MLPP コールの MLPP ドメインを指定するゲート

ウェイを設定します。次のゲートウェイ タイプが適

用されます。

• Cisco Catalyst 6000 24 ポート FXS ゲートウェイ

• Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP ゲートウェイ

• Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP ゲートウェイ

• Cisco DE-30+ ゲートウェイ

• Cisco DT-24+ ゲートウェイ

• H.323 ゲートウェイ

（注） いくつかのゲートウェイ タイプで、［MLPP
表示（MLPP Indication）］ と［MLPP プリエン
プション（MLPP Preemption）］ を設定できま
す。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「ゲートウェイの設定」

ステップ 8 MLPP コールの MLPP ドメインを指定する Cisco

Unified IP Phone を設定します。

（注） いくつかの電話機タイプで、［MLPP 表示
（MLPP Indication）］ と［MLPP プリエンプ
ション（MLPP Preemption）］ を設定できます。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設

定」

ステップ 9 MLPP コールをかける電話番号を設定します。 『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「Cisco Unified IP Phone の設

定」

ステップ 10 MLPP コールをかけるユーザのユーザ デバイス プ

ロファイルを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「デバイス プロファイルの設

定」

ステップ 11 MLPP コールをかけるデバイスのデバイス プロファ

イル デフォルトを設定します。

『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「デフォルト デバイス プロ

ファイルの設定」

ステップ 12 MLPP サービスが使用可能であることをユーザに通

知します。

ユーザが Cisco Unified IP Phone で MLPP 機能にアク

セスする方法については、電話機のマニュアルを参

照してください。

表 26-1 MLPP の設定チェックリスト（続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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MLPP のエンタープライズ パラメータの設定
Cisco Unified Communications Manager には、MLPP に適用されるエンタープライズ パラメータとし

て次のものがあります。MLPP サービスを使用可能にするには、指示に従って MLPP 関連のエン

タープライズ パラメータを設定してください。

• MLPP Domain Identifier：デフォルトではゼロ（0）です。このパラメータは、ドメインを定義

するために設定します。MLPP サービスはドメインに適用されるので、Cisco Unified
Communications Manager は、指定されたドメイン内の MLPP ユーザからのコールに属す接続と

リソースだけに優先レベルのマークを付けます。Cisco Unified Communications Manager は、同

じドメイン内の MLPP ユーザからの優先順位の低いコールだけを差し替えることができます。

（注） このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする必要があり

ます。

• MLPP Indication Status：デフォルトでは、［MLPP Indication turned off］ です。このパラメータは、

デバイスが MLPP 優先コールを示すために MLPP トーンと特別な表示を使用するかどうかを

指定します。エンタープライズで MLPP 表示を有効にするには、このパラメータを［MLPP
Indication turned on］ に設定します。

（注） このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする必要があり

ます。

• MLPP Preemption Setting：デフォルトでは、［No preemption allowed］ です。このパラメータは、

優先順位の高いコールを接続するためにデバイスがプリエンプションおよびプリエンプショ

ン シグナル（プリエンプション トーンなど）を適用するかどうかを指定します。エンタープ

ライズで MLPP プリエンプションを有効にするには、このパラメータを［Forceful Preemption］
に設定します。

（注） このパラメータの変更を有効にするには、すべてのデバイスをリセットする必要があり

ます。

• Precedence Alternate Party Timeout：デフォルトでは 30 秒です。優先コールで、着信側が Alternate
Party Diversion に加入している場合、このタイマーは、着信側がプリエンプションに受信応答

しない場合や優先コールに応答しない場合に Cisco Unified Communications Manager がコールを

代替パーティに転送するまでの秒数を示します。

• Use Standard VM Handling For Precedence Calls：デフォルトでは、［False］ です。このパラメータ

は、優先コールがボイスメール システムに転送されるかどうかを指定します。このパラメータ

が［False］ に設定されている場合、優先コールはボイスメール システムに転送されません。こ

のパラメータが［True］ に設定されている場合、優先コールはボイスメール システムに転送さ

れます。MLPP では、ボイスメール システムではなくユーザが常に優先コールに応答する必要

があるので、このパラメータを［False］ に設定することをお勧めします。

エンタープライズ パラメータの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニ

ストレーション ガイド』の「エンタープライズ パラメータの設定」の章を参照してください。

追加情報

P.26-42 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目

26-42
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

OL-15410-01-J

関連項目
• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」

• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Resource Reservation Protocol」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「共通デバイス設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「MLPP ドメインの

設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ

パラメータの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「自動代替ルーティ

ングのグループ設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「パーティションの

設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「コーリング サー

チ スペースの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ルート パターン

の設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランスレーショ

ン パターンの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「アナンシエータ」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「アナンシエータの

設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ゲートウェイの設

定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「トランクの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone の設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デバイス プロファ

イルの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「デフォルト デバ

イス プロファイルの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ロケーション」

その他のシスコ マニュアル

• Cisco Unified Serviceability アドミニストレーション ガイド

• Cisco Unified IP Phone アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Communications 
Manager、Cisco Unified IP Phone モデル 7960G および 7940G
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